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ま　え　が　き

この教育要項は、歯学部専門科目の授業を受ける学生諸君に、平成20年度４月以

降に行われる予定の専門教育科目を示し、それら授業計画および授業内容の概要を知

らせるためのものです。

学生諸君が、本学における歯学教育の内容を把握すると共に、充実した履修が行え

るよう本要項を有意義に活用されることを希望します。

平成20年４月

歯学部歯学科教育委員会



東京医科歯科大学歯学部歯学科教育の基本的理念

豊かな人間性を有し、使命感をもって全人的な歯科医療を実践し、国民の健康の維持・増進に

寄与するとともに、国際的視野から歯科医学・歯科医療の向上に貢献できる指導者を育成する。

（指導者：歯科界の発展のために、いかなる分野においても牽引力をもって指導的役割を果たす

ことのできる人材）

一般教育目標

１）幅広い教養を身につけ、歯科医師としての豊かな人間性を培う。

２）基本的な科学原理と概念を理解し、生命科学の知識を修得する。

３）科学的探究心をもち、自ら問題を発見し、解決する能力を身につける。

４）全身の常態と病態を理解した上で、口腔・頭蓋・顎・顔面領域の疾患の予防、診断、治療に

関する知識および基本的技術を修得する。

５）社会における歯科医学・医療の役割とその重要性を理解する。



歯学部長あいさつ

歯学部長　田　上　順　次

基礎と臨床の総合型講義と実習、歯科医療に必要な臨床医学が中心の３年次のカリキュラムは、

細分化された科目の講義や実習の形態でなく、モジュール制という大きな枠組みの中で履修する

スタイルとなっています。

問題を認識することから、問題解決の方法を養うため、自学自習の態度と論理的思考能力とが

身につくよう、長期間本学の教員が議論を尽くして作り上げられたカリキュラムです。多くの先

生方は歯学部出身ですので、自分たちが学生のときに感じたこと、その後の教育の中で感じてき

たこと、国際的にみて本学の歯学部の専門教育はどうあるべきか、これから歯科医師となる諸君

のために何が必要か、そういったことを考えながらこのカリキュラムは作られています。

PBL、チュートリアルといった形式には、既に諸君は訓練を受けていると思いますが、これか

らは歯科医学を学ぶためにこうした手法を利用してもらうことになります。２年次から５年次ま

での学生が学年を超えて興味のある内容を学べる学年混合選択セミナー、歯科に関するトピック

を基礎と臨床の両面から同時に学べる課題統合セミナーなども特徴的なモジュールです。また、

研究体験実習は、自分の興味の持てる基礎あるいは臨床の研究分野での研究活動の入門編です。

この実習は大学内および学外も含めて、最長４ヶ月間行うことも可能です。すべては諸君の意向

によるものです。すばらしい研究成果を挙げて、外国や国内の学会で発表する機会も提供される

ことがあります。包括臨床実習phaseⅠ（臨床予備実習）は３ヶ月間、そして最終学年の包括臨

床実習phaseⅡへと続き、いよいよ臨床家として技術と知識の研鑽の場となります。できるだけ

多くの患者さんに接し、医の倫理、コミュニケーション、包括歯科医療の理論と実際を身につけ

てください。

本学歯学部は学生数に対して非常に多くの教員がいます。ほとんどは自らの研究の専門分野で、

国際的にもリーダーシップのとれる研究者でもあり、患者さんから信頼と尊敬を集める臨床家で

もあります。このようなすばらしい先生方を目標として、将来はさらに自らが臨床家として、研

究者として飛躍できるよう充実した４年間にしてください。
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学生周知事項等



歯科医師国家試験について

歯科医師になろうとする者は、厚生労働大臣の行う歯科医師国家試験に合格し、歯科医師の免許を受けなければな

らない。

歯科医師国家試験は臨床上必要な歯科医学及び口腔衛生に関して歯科医師として具有すべき知識及び技能について

毎年厚生労働大臣が行う。

〔受験資格及び受験手続について〕

（受　験　資　格）

歯科医師国家試験は、次の号のいずれかに該当する者でなければ、これを受けることができない。

（１）学校教育法に基づく大学において、歯学の正規の課程を修めて卒業した者

（２）歯科医師国家試験予備試験に合格した者で、合格した後１年以上の診療及び口腔衛生に関する実地修練を経たも

の。

（３）外国の歯科医学校を卒業し、又は外国で歯科医師免許を得た者であって、厚生労働大臣が(1)又は(2)に掲げる者と

同等以上の学力及び技能を有し、かつ、適当と認定したもの。

（提　出　書　類）

ア．受　験　願　書

イ．写　　　　　真

ウ．受験手数料（収入印紙）

受験しようとする者は、上記に掲げられた書類を提出すること。
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学 生 周 知 事 項

１．掲示について

学生へ告知、通知、連絡はすべて掲示板により掲示する。掲示の見落しのないよう十分注意すると共に、１日に

１度は掲示を見て不利益をこうむらないように心がけること。（３～５学年用は校舎棟1階、６学年用は歯科棟5階）

２．学生証について

(1) 学生証は常に携帯すること。

(2) 学生証を紛失したときは、教務掛に届け出て再交付の手続きをすること。

再交付費用（2,200円）は学生本人の負担となる。

(3) 学生証は卒業、退学または除籍のときは直ちに教務掛へ返納すること。

３．学生旅客運賃割引証（学割証）及び通学証明書について

(1) 学割証が必要なときは５号館３階談話室にある証明書自動発行機を使用すること。

(2) 学割証の不正使用（第三者への貸与等）は絶対しないこと。

(3) 学割は年間１人10枚（１回につき２枚まで）である。ただし、事情により制限することがある。

(4) 私鉄、バス等においては通学証明書を必要とする場合は所定の用紙を貰い持参すること。

(5) 証明書自動発行機は月曜日から金曜日（祝・休日を除く）の８：30～18：00に使用すること。

４．諸証明書の請求について

(1) 在学証明書が必要なときは５号館３階談話室にある証明書発行機を使用すること。

(2) 成績証明書等が必要なときは教務掛へ申込むこと。交付は申請日の翌翌日とする。

５．諸届について

(1) 本人又は正副保証人の住所、氏名、電話、本籍等に変更が生じたときは速やかに教務掛へ申し出て所定の手続

きをすること。

(2) 欠席届

病気その他の事由により欠席した場合は、速やかに教務掛へ届出ること。

６．休学、復学、退学について

(1) 休学

学生が病気その他の事由により３ヶ月以上休学しようとするときは、「休学願」（病気の場合は医師の診断書を、

その他の場合は詳細な理由書を添付）を提出し、学長の許可を得ること。

(2) 復学

休学の事由が止んだときは、「復学願」を提出し、学長の許可を得ること。

病気により休学した場合は、医師の診断書を添付すること。

(3) 退学

退学しようとするときは「退学願」を提出し、学長の許可を得ること。

７．ネームプレート着用について

歯学部学生であることを明示するために、歯学部・同附属病院では必ず着用すること。

プレートは貸与とし、紛失又は破損した場合は再交付を受けるものとする。この場合は実費を負担すること。

８．授業料の払込について

金融機関の預金口座振替により、授業料を引き落とす。

前期分授業料は４月中に、後期分授業料は10月中に納付すること。

９．湯島キャンパスにおける講義受講に際しての注意事項

(1) 平日の午前８時30分から午後５時まで歯学部附属病院玄関から出入りすることを原則禁止

(2) 歯学部建物内へは以下のように出入りすること
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１）聖門←→校舎棟、２号館

２）正門←→校舎棟、１号館、２号館

３）御茶ノ水門あるいは丸の内線出口←→歯学部附属病院防災センター（歯学部時間外通用門）

(3) 白衣または実習着を着用していない学生は、歯学部附属病院の聖橋側エレベーターを使用すること。

(4) 臨床実習履修中の学生以外がやむをえない理由で歯学部附属病院内を移動するときは、私語を慎むこと。

10．その他

(1) 諸証明書請求、諸届等には印鑑を必要とするので必ず携行しておくこと。

(2) その他事務上の窓口

ア．授業料関係…………………経理部経理課出納掛（１号館１階）

イ．奨学金関係…………………厚生課厚生掛（医歯学総合研究棟Ⅰ期棟３階）

ウ．講義室での落としもの……歯学部総務課教務掛または歯学部防災センター（歯科棟１階）

iii



歯学部校舎棟の管理、使用について

１．校舎棟の出入口の施錠について

校舎棟出入口（１階聖門側１ヵ所、歯科棟側６ヵ所、歯科研究棟側２ヵ所）

歯科棟接続口（東側６ヵ所）

歯科研究棟接続口（２Ｆ、３Ｆ　２ヵ所）

解錠　　　７：30

施錠　　　19：00

※聖門側は７：00～18：00

消防法の規定により、歯科棟側は避難口のため施錠しても建物内から外へはいつでも出られる。

ただし、研究棟接続部（２Ｆ、３Ｆ）は施錠すると出入りできない。

２．校舎棟内各室の施錠について

講義室は７： 30に解錠し、17： 00に施錠する。（ただし、第１講義のみ学生の自習室として使用するため、

19：00施錠とする。）

学生更衣・控室は施錠しない。

３．校舎棟における講義室の目的外使用について

講義室は実習室兼用のため、原則として目的外使用は許可しない。

４．学生の更衣・控室について

更衣・控室は、更衣の外、休憩室として利用する。

更衣・控室でサークルの集会をしたり、ゲーム等はしないこと。

５．その他

＊　講義室の机の上に腰をかけないこと。

＊　黒板に学生間の連絡事項を書いたときは、あとで学生自身が消すこと。

＊　７階以上は動物実験施設なので感染予防等のため関係者以外の出入りを禁止する。

＊　附属病院内の通行に際しては、特に患者さんに配慮すること。

＊　附属病院内の患者待合場所での休憩は差し控えること。

＊　講義室、実習室、更衣・控室等においては弁当、紙クズ等は散らさないように必ずゴミ箱にすてること。

＊　参考書、ノート等の私物は講義室の中に放置しないこと。

＊　室内は掲示物の貼付を禁ずる。

＊　講義室、実習室等においては、下駄ばきは厳禁する。
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ロッカーの使用について

１．各人にロッカーが貸与されるので、丁寧に使用すること。

第５学年までは、同一の更衣・控室（ロッカー室）を使用し、第６学年になってから移動する。

２．ロッカーの鍵は必ず閉め、盗難に注意すること。

３．ロッカーの上部に私物を置かないこと。

置いた場合は、教務掛で撤去します。

４．ロッカーの内外部にシール、ポスター等をはらないこと。

はった場合は、教務掛ではがします。

学生用掲示板使用について

１．掲示物の内容について関知しないが、良識をもって掲示すること。

２．掲示期間を過ぎることのないよう自主的に撤去すること。

（掲示板の設置場所‥‥‥校舎棟１階・２階）
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視聴覚研修室について

歯学部には視聴覚ならびに情報科学研修のための施設として校舎棟６階に視聴覚研修室が設けられている。この研

修室ではビデオテープの貸出し（研修室内に限る）と、持込PCの使用が可能である。

利用する場合は、下記の注意事項を厳守すること。

視聴覚研修室利用上の注意

この利用上の注意は視聴覚研修室（以下研修室という）の円滑な管理運営を図ることを目的として定めるもので、

利用者は施設の利用にあたってはこの注意を遵守しなければならない。

１．利用資格

（１）研修室を利用できる者は、歯学部教職員（非常勤職員を含む）ならびに学生、その他歯学部情報処理専門委

員会が適当と認めた者とする。

（２）学内LANを利用する者は本学情報処理センターに登録されているものとする。

２．利用手続き

研修室を利用する者は研修室に備え付けの「利用台帳」に必要事項を記入し、研修室の管理職員より許可を受

けて利用すること。

３．利用時間

時間内利用：平日　午前９時～午後５時

４．研修室を利用する上での注意事項

（１）持込PCを学内LANに接続するには、PCのネットワーク設定を変更する必要がある。設定の変更手順は研修

室に備えてある「視聴覚研修室での学内LAN接続方法について」を参照すること。

（２）共同利用施設であることをよく認識し、他の利用者の迷惑になるような行為をしないこと。

（３）室内は禁煙とし、また飲食を禁止する。

（４）電源、LANケーブル、プリンタ等、機器の使用にあたっては丁寧に行い、故障した場合は、管理職員に直ち

に報告すること。

（５）研修室の利用中にトラブルが発生した場合は、管理職員に直ちに報告すること。

（６）利用が終わり退出する際は後かたづけをすること。

（７）ビデオテープ、ヘッドフォンなど借用した場合、使用後は必ず返却すること。

（８）研修室に備えてあるマニュアルは外部に持ち出さないこと。

５．研修室利用にかかわる事項に関して問題が生じた時は、管理職員は歯学部情報処理専門委員会に報告することが

ある。

＜付記＞

視聴覚研修室の他に、附属図書館に設置されたPCも利用することができる。

利用時間や注意事項については各施設の利用案内に従うこと。

管理職員不在時の連絡先：附属図書館メディア情報掛　03-5803-5599（内線5599）
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歯学部附属病院の機構

歯学部附属病院は、患者の診療を通じて歯学の教育と研究を行う場である。しかし、最近では社会の要請にも答え

る必要から、歯科医療における模範的診療機関としての使命も課せられている。

１．診　　療　　科

２．病　棟（８階）

入院患者のために、60床のベッドとそれに必要な処置室、記録室等附帯施設が完備され、基準看護のもとに、日夜

に亘る診療体制が敷かれている。

３．薬剤部（１階）

ここには数名の薬剤師が配置されており、薬剤に関する業務、すなわち、調剤、製剤をはじめ、薬品の管理と情

報の収集、伝達のみならず、臨床実習を行う学生に対して処方箋の取扱いその他の教育も行われている。

４．医療技術部門

医療技術部門として次の２つが設けられている。

vii

歯科病棟

インプラント外来

歯科麻酔外来

口腔外科外来

顎顔面外科外来

顎義歯外来・言語治療外来

むし歯外来

歯周病外来

第一総合診療室

第二総合診療室

頭頸部心療外来

顎関節治療部

クリーンルーム歯科外来

スポーツ歯科外来

歯科アレルギー外来

義歯外来

矯正歯科外来

小児歯科外来

ペインクリニック

口腔ケア外来

歯科総合診療部

スペシャルケア外来Ⅰ

スペシャルケア外来Ⅱ

息さわやか外来

歯科放射線外来

８階

７階

６階

５階

４階

３階

２階

１階

地下１階

(1) 看　護　部

(2) 歯科衛生士室

病院の看護業務を一本化するために看護部として独立させ、看護部長の統卒のもとに80数名の看

護婦が各診療科や病棟等に配置されている。

歯科診療における歯科健康教育・歯科予防処置および歯科診療補助を行うために室として位置づ

け、約30名の歯科衛生士が口腔ケア外来など関係診療部門に配置されている。



５．事　務　部　門

事務部門は次のような組織になっている。

総　務　掛

総　務　課 経　理　掛

用　度　掛

事　務　部 教　務　掛

医　事　掛

業　務　課 患　者　掛

収　入　掛

歯学部の事務業務は総務課と業務課の両者の協力によって遂行される。学生は総務課教務掛を通じて病院内で勉

学できるようになっている。また、患者は全て業務課を経て受診するように決められている。なお、患者の歯科技

工に用いる歯科材料は医事掛材料室から給付される。

６．病院の管理運営

病院長が病院の管理運営を統括し、病院は病院長、各科長、各部長によって構成される病院運営会議によって運

営される。また、学生の臨床教育については、各臨床教授で構成される臨床教育会議および歯学科教育委員会にお

いて討議される。

７．第１、第２総合診療室（４階）

第１総合診療室は学生臨床実習の場として、成人における一口腔単位の総合歯科診療が行われている。学生には

歯科診療用ユニットと技工机（総合技工室、５階）が配当される。なお、第２総合診療室では、臨床研修医の総合

研修が行われている。

８．クリーンルーム歯科外来（３階）

血液・唾液・その他を媒体として院内感染を引き起こす可能性のある病原微生物（肝炎ウイルス、ＨＩＶ、

ＭＲＳＡなど）を有して、本院を訪れる患者の数は極めて多い。そこで院内感染のリスクを分散しないために、こ

れらの患者のうち、内科主治医等により疾患の管理がなされており、外来診療に耐え得る患者の一般歯科診療を行

う施設としてクリーンルーム歯科外来が設けられている。

viii
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更衣・控室 

EV

第　３　実　習　室 
（保存・矯正） 第３実習室 

（石膏） 

実習器材 
保管室a

実習器材 
保管室s

実　習 
準備室 

男子 
便所 

女子 
便所 
第３実習 
室副室 

示　説　室 

階段室 

歯科棟 

歯
科
研
究
棟 

5階 

D5 
男　　 子 
更衣･控室 

EV

視 聴 覚 
スタジオ 

視　聴　覚 
総合編集室 

D 3～D 5 
女　　 子 
更衣･控室 

男子 
便所 

女子 
便所 

倉庫 

変
　
電
　
室 

階段室 

歯科棟 

6階 
視
聴
覚
研
修
室 

第
４
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
室 

春
日
井 

教
授
室 

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
・
口
腔
再
生 

医
学
研
究
室 

D3 
男　　 子 
更衣･控室 
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管理棟・歯科研究棟研究室等の配置

9

8

7

6

5

4

3

2

1

実習室 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
歯 学 部 演 習 室  
 
基 礎 実 習 室  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究室 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
分 子 腫 瘍 学  
 
 
 
 
 
認 知 神 経 生 物 学  
 
硬 組 織 薬 理 学  
 
 
 
 
先 端 材 料 評 価 学  
 
インプラント・口腔再生医学 
（ 校 舎 棟 　 ６ F ）  
 
 

顎 顔 面 解 剖 学  
歯 科 医 療 行 動 科 学  
疼 痛 制 御 学  
（歯科研究棟　５F）  
 
 
 

口 腔 病 理 学  
（歯科研究棟　４F）  
 
 

 
頭 頸 部 心 身 医 学  
 
医 療 経 済 学  
（歯科研究棟　３F） 
 
 
 
 
 
 
 

教授室等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田　岡 
 

大　谷 
 
 
 
 

高　橋 
 

春日井 
（校舎棟　６F） 

 
 

山　下 
俣　木 
嶋　田 

（歯科研究棟　５F）  
 
 
 

山　口 
（歯科研究棟　４F）  

 
 

 
豊　福 
　 
川　渕 

（歯科研究棟　３F） 
 
 
 
 
 
 
 

その他 
 
 
 
歯 科 同 窓 会 事 務 室  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会 　 　 議 　 　 室  
（歯科研究棟　７F） 
第１、２ゼミナール室 
（歯科研究棟　７F） 
 
 
 
 

第 ３ ゼ ミ ナ ー ル 室  
（歯科研究棟　６F）  
 
 
 
 
 
図 　 　 書 　 　 館  
 
 
 
 
 
 
図 　 　 書 　 　 館  
 
 
 
 
 
 
図 　 　 書 　 　 館  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
経 理 課 出 納 掛  
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歯科棟の配置

階

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

B1

研　究　室 
 
分子神経生物学 
咬合機能矯正学 
顎 顔 面 矯 正 学  
 
部分床義歯補綴学 
摂食機能保存学 
高 齢 者 歯 科 学  
小 児 歯 科 学  
全部床義歯補綴学 
 
分 子 免 疫 学  
う 蝕 制 御 学  
歯 髄 生 物 学  
障 害 者 歯 科 学  
歯 周 病 学  
健 康 推 進 歯 学  
 
顎 顔 面 外 科 学  
顎 口 腔 外 科 学  
口腔放射線医学 
麻酔・生体管理学 
 
 
 
 
 
 
 
 
顎 顔 面 補 綴 学  
 
口腔病態診断科学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
歯学教育システム評価学 
（中央診療及び研究棟２階） 
 
 
総合診療歯科学 
スポーツ医歯学 
顎 関 節 咬 合 学  
 
 
 

教　授　室　等 
 

野　崎 
 

森　山 
 

五十嵐 
三浦（宏） 
植　松 
高　木 
水　口 
 
東 
田　上 
須　田 
山　崎 
和　泉 
川　口 
 

天　笠 
小　村 
倉　林 
海　野 
 
 
 
 
 
 
 
 

谷　口 
 

岡　田 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

荒　木  
 
 
� 
上　野 
木　野 
 
 
 

外　来　等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

病 棟  
 
歯 科 麻 酔 外 来  
インプラント外来  
手 術 室  
口 腔 外 科 外 来  
顎顔面外科外来 
顎 義 歯 外 来  
言 語 治 療 外 来  
検 査 部  
 
む し 歯 外 来  
歯 周 病 外 来  
 
第１総合診療室  
第２総合診療室  
顎 関 節 治 療 部  
頭頸部心療外来 
 
義 歯 外 来  
スポーツ歯科外来 
歯科アレルギー外来 
クリーンルーム歯科外来 
技 工 部  
小 児 歯 科 外 来  
矯 正 歯 科 外 来  
ペインクリニック 
口 腔 ケア 外 来  
歯科総合診療部 
スペシャルケア外来 
息さわやか外来  
薬 剤 部  

歯科放射線外来 
 
 

医　　　局 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
麻酔・生体管理学 
 
 
顎 顔 面 外 科 学  
顎 口 腔 外 科 学  
 
 
 
う 蝕 制 御 学  
歯 周 病 学  
歯 髄 生 物 学  
 
 
 
 
 
部分床義歯補綴学 
全部床義歯補綴学 
摂食機能保存学 
高 齢 者 歯 科 学  
 
小 児 歯 科 学  
咬合機能矯正学 
顎 顔 面 矯 正 学  
 
 
総合診療歯科学 
顎 関 節 咬 合 学  
 
 
 

そ　の　他 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
歯科衛生保健部 
 
 
 
 
 
 
 
 

医員当直室 (男)  
 
医員当直室(女 )  
滅 菌 材 料 室  
 
 
 
 
 
 
 
 
総 合 技 工 室  
 
ヘッドライター室  
器 材 準 備 室  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電 算 室  
防 災 セ ン タ ー 
 
 
 
Ｒ Ｉ・ 低 温 室  
喫茶店・ボイラー室 

Ｂ２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜外来事務棟＞ 
歯学部特別講堂  
演 習 室
歯科臨床研修センター 
材 料 室
和 同 会 売 店
大 会 議 室
小 会 議 室
看 護 部
研 修 医 技 工 室  
 
歯 学 部 総 務 課  
歯学部国際交流室 
 
 
歯 学 部 業 務 課  
 
患 者 相 談 室
 
食 堂
 
食 堂



xiv

医歯学総合研究棟（Ⅱ期棟）の配置

８階

７階

６階

分野 
 
 
分 子 情 報 伝 達 学  
 
硬 組 織 構 造 生 物 学  
 
 
 

口 腔 放 射 線 腫 瘍 学  
硬 組 織 病 態 生 化 学  
歯 学 教 育 開 発 学  
硬 組 織 再 生 学  
 
 
 
 
分 子 発 生 学  
 
分 子 細 胞 機 能 学  
 
 
 
 
 
 
 
 

教授室等 
 
 

高　柳 
 

高　野 
 
 
 

三　浦 
柳　下 
森　尾 
篠　村  
 
 
 

井　関 
 

森　田 
 

その他 
 
 
 



履　修　規　則

試　験　規　則

単位取得及び進級判定基準



i

東京医科歯科大学歯学部歯学科履修規則（平成17年以降専門科目履修開始者）

（趣旨）

第１条 東京医科歯科大学歯学部における授業の履修に関しては、東京医科歯科大学学則（平成16年

規程第４号。以下「学則」という。）に定めるもののほか、この規則の定めるところによる。

（授業科目）

第２条 本学部の授業科目は、学則第６条第１項に定める全学に共通する教育科目（以下「全学共通

科目」という。）と専門に関する教育科目（以下「専門科目」という。）とする。

（全学共通科目の履修）

第３条 全学共通科目の履修については、東京医科歯科大学教養部履修規則（平成16年規則第 号）

に定めるところによるものとする。

（専門科目の履修）

第４条 専門科目における教育課程は、別表１に定めるとおりとする。

（専門科目の履修要件）

第５条 全学共通科目を修了しなければ、専門科目を履修することができない。

（授業）

第６条 専門科目の授業は、講義、演習及び実習とし、必修又は選択とする。

（１単位当たりの授業時間）

第７条 学則第36条に定める１単位当たりの授業時間は、次のとおりとする。

（1）講義及び演習については　15～30時間

（2）実習については、30～45時間

（編入学者及び転入学者の単位認定等）

第８条 学則第12条、第13条、第17条及び第18条の規定により編入学及び転入学の許可をするとき

は、既修得単位を全学共通科目及び本学部専門科目に相当する単位として、一部又は全部を認定す

るものとする。

２　前項の認定は、全学共通科目に相当する科目については教養部において、専門科目に相当する科

目については本学部において行うものとする。

３　入学を許可する学年及び履修方法等については、教養部と協議するものとする。



ii

（再入学の単位認定）

第９条 学則第19条の規定により再入学を許可された者の本学部における既修得単位は、全学共通科

目及び本学部専門科目の単位として、一部または全部を認定する。

（編入学者、転入学者、再入学者の在学年限）

第10条 学則第12条、第13条及び第17条から第19条までの規定により、編入学、転入学及び再入学

を許可された者の在学年限は、学則第32条第１項に定める在学年限から入学を許可された学年まで

の経過学年数を減じた年数とする。

（試験及び単位）

第11条 履修した授業科目については試験を行う。

２　試験の方法に関しては別に定める。

３　試験を行うことが困難な授業科目については、試験によらず学習の成果をもって、又は指定した

課題の報告をもって試験に替えることがある。

４　実習を伴わない授業科目については、試験に合格したときは所定の単位を与える。ただし、一授

業科目の試験を分割して実施する科目については、そのすべての試験に合格しなければ単位を取得

することができない。

５　実習を伴う授業科目については、試験に合格し、かつ、その授業科目の実習修了の認定が行われ

なければ所定の単位を取得することができない。

６　学習の評価に関しては別に定める。

（進級要件）

第12条 学生は、別表２「進級に関する事項」欄に示す要件を満たさなければ、次の学期又は学年の

授業科目を履修することができない。

（卒業認定）

第13条 学生の卒業認定は、学則第39条の規定により行うものとする。

（補則）

第14条 この規則に定めるもののほか、履修に関し必要な事項は教授会の議を経て別に定める。

附　則

この規則は、平成16年４月１日から施行する。
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人 体 の 構 造 と 機 能  
生命の分子的基盤と細胞の機能 
病 理  
感 染 と 生 体 防 御  
生 体 材 料  
歯 科 医 療 入 門  
歯 科 医 療 基 礎  
咬 合 育 成 ・ 発 達  
う 蝕 と 歯 髄 疾 患  
歯 周 病  
咬 合 回 復  
顎 口 腔 医 療  
全 身 と 歯 科 治 療  
臨 床 体 験 実 習  
学 年 混 合 選 択 セ ミ ナ ー  
課 題 統 合 セ ミ ナ ー  
総 合 課 題 演 習  
研 究 体 験 実 習  
臨 床 情 報 処 理  
包 括 臨 床 実 習  
 

前　期 
○ 
○ 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
 
 
○ 
○ 
 
○ 
 
 
 
 

後　期 
○ 
 
○ 
○ 
○ 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 
 
○ 
○ 
 
 
 
 

前　期 
 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
○ 
 
 
 

後　期 
 
 
 
 
 
 
 
○ 
○ 
 
○ 
 
 
○ 
 
○ 
 
 
 
 
 

前　期 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
 
○ 
○ 
 
 
 
 
 

後　期 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 
○ 
 
 
 
 
 
○ 
○ 
 

前　期 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 
 

後　期 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 
 

授業科目 ３　年 ４　年 ５　年 ６　年 

別表１

（1）歯学科専門科目学科課程表
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右の授業料目につい
て、第３学年次末ま
でに単位の取得もし
くは試験に合格しな
ければ、第４学年次
の授業科目を履修す
ることができない 
右の授業科目につい
て、第４学年次末ま
でに単位の取得もし
くは試験に合格しな
ければ、第５学年次
の授業科目を履修す
ることができない 
右の授業科目につい
て、第５学年次前期
末までに単位の取得
し、かつ、共用試験
に合格しなければ、
第５学年次後期以降
の授業科目を履修す
ることができない 
右の授業科目につい
て、第５学年次後期
末までに単位の取得
もしくは試験に合格
しなければ、第６学
年次の授業科目を履
修することができな
い 
右の授業科目につい
て、第６学年次末ま
でに単位を取得しな
ければ卒業すること
ができない 

人体の構造と機能、生命の分子的基盤と細胞の機能、 
病理、感染と生体防御、生体材料、歯科医療入門、総合課題演習 
 
（３学年次に開講されるモジュール内のユニットを対象とする） 
臨床体験実習、学年混合選択セミナー、課題統合セミナー 
 
 
歯科医療基礎、咬合育成・発達、研究体験実習 
 
（４学年次に開講されるモジュール内のユニットを対象とする） 
う蝕と歯髄疾患、咬合回復 
臨床体験実習、学年混合選択セミナー、課題統合セミナー 
 
 
歯周病 
 
（５学年次前期に開講されるモジュール内のユニットを対象とする） 
う蝕と歯髄疾患、咬合回復 
顎口腔医療、全身と歯科治療 
学年混合選択セミナー、課題統合セミナー 
 
共用試験（ＣＢＴ，ＯＳＣＥ） 
臨床情報処理 
 
（５学年次後期に開講されるモジュール内のユニットを対象とする） 
顎口腔医療、全身と歯科治療 
包括臨床実習 
 
 
 
（６学年次に開講されるモジュール内のユニットを対象とする） 
包括臨床実習 
 
 

進級に関する事項 授　　業　　科　　目 

別表２

（1）歯学科
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東京医科歯科大学歯学部試験規則

第１章　総則

（趣旨）

第１条　この規則は、東京医科歯科大学歯学部履修規則第11条第２項及び第６項に基づき、歯学部に

おける専門に関する教育科目（以下「専門科目）という。）の試験に関し、必要な事項を定める。

第２章　歯学部歯学科（平成17年以降専門科目履修開始者）

（試験の種類）

第２条　試験は、ユニット試験、共用試験、臨床能力判定試験とする。

（ユニット試験）

第３条　ユニット試験とは、学則第６条第３項別表（２）専門科目中の歯学部歯学科の表において定

める授業科目（以下「モジュール」という。）におけるユニット終了時に行う試験をいう。

２　ユニット試験の実施目時は、原則として各ユニットの最終日に行う。

３　ユニット試験の受験資格は、講義は３分の２以上、実習は４分の３以上の出席を原則として、各

ユニットで定める。

４　ユニット試験に係る追試験（疾病、負傷その他止むを得ない理由によりを受験できなかった者に

対して、行う試験をいう。）、及び再試験（ユニット試験又は追試験を受験し不合格となった者に対

して、改めて行う試験をいう。）は、学年末の再試験期間等において実施する。

なお、無断でユニット試験を欠席した場合、再試験または追試験を受験できないことがある。

５　追試験を受験しようとする者は、所定の受験申請書に必要事項を記入し、理由書又は医師の診断

書等の証明書類を添えて、当該試験終了後５日以内に歯学科長に提出しなければならない。

６　歯学科長は、追試験の受験申請のあった者について担当教員と協議の上、その可否を決定し申請

者に通知する。なお、追試験の施行期日は、予め公示する。

７　ユニット試験、追試験及び再試験の結果は、合否をもって公示する。

（共用試験）

第４条　共用試験とは、知識・問題解決能力を主として評価する多肢選択形式のコンピュータ活用試

験（以下「ＣＢＴ」という。）及び技能・態度を主として評価する客観的臨床能力試験（以下「Ｏ

ＳＣＥ」という。）をいう。

２　共用試験は第５学年前期終了後に実施する。なお、試験時日時は試験実施日の３週間前までに公

示する。

３　共用試験を受験できる者は、第５学年前期に開講されるモジュール内のユニットの単位を全て修

得している者とする。

４　共用試験の合格基準は別に定める。
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（臨床能力判定試験）

第５条　臨床能力判定試験とは、第６学年末に行う包括臨床実習終了時ＯＳＣＥ及び臨床推論能力試

験（症例発表会）をいう。

２　臨床能力判定試験については、別に定める。

（成績の報告）

第６条　モジュール担当教官は、ユニットごとの成績に基づき、平常授業態度等を加味し、所定の採

点表に評点結果を記入して所定の期日まで歯学科長に報告しなければならない。

２　成績の評点は、１００点満点とする。

３　成績の評価は、モジュールごとに、優（８０点以上）、良（７０点以上８０点未満）、可（６０点

以上７０点未満）、不可（６０点未満）とし、不可は不合格とする。

４　再試験の評点は、６０点を限度とする。

第３章　歯学部口腔保健学科

（試験の種類）

第７条　試験は、期末試験、中間試験、追試験及び再試験とする。

２　期末試験は、履修を修了した授業科目及び授業科目を構成するユニット（以下「ユニット」とい

う。）について定期的に行う試験をいう。

３　中間試験は、履修中の授業科目及びユニットについて適宜行う試験をいう。

４　追試験は、疾病、負傷その他止むを得ない理由により期末試験又は中間試験を受験できなかった

者に対して、その授業科目及びユニットについて行う試験をいう。

５　再試験は、期末試験、中間試験、又は追試験を受験し不合格となった者に対して、その授業科目

及びユニットについて改めて行う試験をいう。

（試験の実施時期）

第８条　期末試験及び中間試験の実施時期は別に定める。

２　追試験は、期末試験及び中間試験終了後１ヶ月以内に行う。

（試験の方法）

第９条　講義の試験は、筆記試験又は口頭試問により行う。

２　演習に関して試験を行う場合は、筆記試験又は口頭試問により行う。

３　実習に関して試験を行う場合は、筆記試験、口頭試問又は実技試験により行う。

（試験実施の公示）

第10条　期末試験及び中間試験の日時は、試験実施日の２週間前までに公示する。

２　追試験の施行期日は、予め公示する。
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（期末試験及び中間試験の受験資格）

第11条　期末試験及び中間試験は、講義及び演習については、当該講義又は演習時間数の３分の２以

上出席して履修した者、実習については、当該実習時間数の４分の３以上出席して履修した者でな

ければ、受験することができない。

（受験の申請）

第12条　試験を受験しようとする者は、受験申請書を提出するものとする。ただし、期末試験及び中

間試験は、受験申請書の提出を要しない。

２　追試験を受験しようとする者は、所定の受験申請書に必要事項を記入し、理由書又は医師の診断

書等の証明書類を添えて、当該試験終了後５日以内に口腔保健学科長に提出しなければならない。

３　前項に規定する期日までに追試験の受験申請のない場合は、追試験を受験することができない。

４　再試験は原則として行わない。ただし、期末試験、中間試験及び追試験を受験し、不合格となっ

た者で平素の履修状況及び出席状況が良好な者に対して、願い出により行うことができる。

５　前項ただし書きの試験を願い出る者は、試験結果の発表があった日から起算して５日以内に再試

験願いを口腔保健学科長に提出しなければならない。

（追再試験受験の可否）

第13条　口腔保健学科長は、追再試験の受験申請のあった者について、担当教員と協議の上、その可

否を決定し、申請者に通知する。

（成績の評価並びに評点）

第14条　成績の評価は、試験の結果並びに実習成績等により行う。

２　成績の評点は、100点満点とする。

３　成績の評価は、授業科目又はユニットごとに、優（80点以上）、良（70点以上 80点未満）、可

（60点以上70点未満）、不可（60点未満）とし、不可は、不合格とする。

４　期末試験及び中間試験を正当な理由がなく受験しなかった者又は受験申請書を提出して正当な理

由なく追試験及び再試験を受験しなかった者は、そのときの当該授業科目又はユニットの試験結果

を不合格とする。

５　追試験の評点は第2項を準用する。

６　再試験の評点は60点を限度とする。

（試験結果の公示）

第15条　期末試験、中間試験、追試験及び再試験の結果は、合否をもって公示する。

（実習・演習の修了認定）

第16条　実習及び演習については、所定の出席率を満たし、かつ次の各号の一に該当する者を当該授

業科目又はユニットの実習又は演習を修了した者と認める。

（１）製作品、レポート等（以下「製作品等」という。）の提出を必要とする授業科目・ユニットの

実習又は演習で提出した製作品等について担当教員が合格と判定した者
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（２）担当教員が行う実習又は演習の試験に合格した者

（３）その他担当教員が実習又は演習を修了したと判定した者

（卒業研究の修了認定）

第17条　卒業研究については、研究終了後に行う研究成果報告によって合格と判定された者を当該研

究を修了した者と認める。

（実習・演習、卒業研究の修了認定の結果の公示）

第18条　実習・演習、卒業研究の修了認定の結果は、合否をもって公示する。

（成績の報告）

第19条　担当教員は、授業科目又はユニットごとに所定の採点表に評点結果を記入し所定の期日まで

に口腔保健学科長に報告しなければならない。

第４章　その他

（罰則）

第20条　試験に関し不正を行った者は、東京医科歯科大学学則（平成16年規程第４号）第58条によ

り懲戒する。

（その他）

第21条　この規則に定めるもののほか、試験に関し必要な事項は別に定める。

附　則

この規則は平成16年４月１日から施行する。

附　則

この規則は平成19年4月1日から施行する。

附　則

この規則は平成19年7月18日から施行する。
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授　業　科　目



─ 1 ─

94

02 総合課題演習



─ 2 ─

テューター 

テューター 

テューター 

テューター 

テューター 

テューター 

テューター 

テューター 

テューター 

テューター 

テューター 

テューター 

テューター 

02 総合課題演習



─ 3 ─

02 総合課題演習



─ 4 ─

02 総合課題演習



─ 5 ─

03 歯科医療入門



─ 6 ─

03 歯科医療入門



─ 7 ─

03 歯科医療入門



─ 8 ─

・実習 

03 歯科医療入門



─ 9 ─

03 歯科医療入門



─ 10 ─

03 歯科医療入門



─ 11 ─

03 歯科医療入門



─ 12 ─

03 歯科医療入門



─ 13 ─

03 歯科医療入門



─ 14 ─

04 生命の分子的基盤と細胞の機能



─ 15 ─

04 生命の分子的基盤と細胞の機能



─ 16 ─

04 生命の分子的基盤と細胞の機能



─ 17 ─

04 生命の分子的基盤と細胞の機能



─ 18 ─

1号館6F 
基礎実習室 

04 生命の分子的基盤と細胞の機能



─ 19 ─

1号館6F 
基礎実習室 

1号館6F 
基礎実習室 

1号館6F 
基礎実習室 

1号館6F 
基礎実習室 

1号館6F 
基礎実習室 

04 生命の分子的基盤と細胞の機能



─ 20 ─

05 人体の構造と機能



─ 21 ─

05 人体の構造と機能



─ 22 ─

05 人体の構造と機能



─ 23 ─

05 人体の構造と機能



─ 24 ─

05 人体の構造と機能



─ 25 ─

05 人体の構造と機能



─ 26 ─

05 人体の構造と機能



─ 27 ─

05 人体の構造と機能



─ 28 ─

05 人体の構造と機能



─ 29 ─

解剖実習 

05 人体の構造と機能



─ 30 ─

05 人体の構造と機能



─ 31 ─

05 人体の構造と機能



─ 32 ─

05 人体の構造と機能



─ 33 ─

05 人体の構造と機能



─ 34 ─

05 人体の構造と機能



─ 35 ─

05 人体の構造と機能



─ 36 ─

05 人体の構造と機能



─ 37 ─

05 人体の構造と機能



─ 38 ─

06 学年混合選択セミナー



─ 39 ─

06 学年混合選択セミナー



─ 40 ─

06 学年混合選択セミナー



─ 41 ─

06 学年混合選択セミナー



─ 42 ─

06 学年混合選択セミナー



─ 43 ─

06 学年混合選択セミナー



─ 44 ─

06 学年混合選択セミナー



─ 45 ─

06 学年混合選択セミナー



─ 46 ─

06 学年混合選択セミナー



─ 47 ─

06 学年混合選択セミナー



─ 48 ─

06 学年混合選択セミナー



─ 49 ─

06 学年混合選択セミナー



─ 50 ─

06 学年混合選択セミナー



─ 51 ─

06 学年混合選択セミナー



─ 52 ─

07 課題統合セミナー



─ 53 ─

07 課題統合セミナー



─ 54 ─

07 課題統合セミナー



─ 55 ─

07 課題統合セミナー



─ 56 ─

07 課題統合セミナー



─ 57 ─

07 課題統合セミナー



─ 58 ─

07 課題統合セミナー



─ 59 ─

07 課題統合セミナー



─ 60 ─

前 

07 課題統合セミナー



─ 61 ─

07 課題統合セミナー



─ 62 ─

08 感染と生体防御



─ 63 ─

08 感染と生体防御



─ 64 ─

08 感染と生体防御



─ 65 ─

08 感染と生体防御



─ 66 ─

08 感染と生体防御



─ 67 ─

08 感染と生体防御



─ 68 ─

08 感染と生体防御



─ 69 ─

08 感染と生体防御



─ 70 ─

09 生体材料



─ 71 ─

09 生体材料



─ 72 ─

09 生体材料



─ 73 ─

09 生体材料



─ 74 ─

09 生体材料



─ 75 ─

10 病理



─ 76 ─

10 病理



─ 77 ─

10 病理



─ 78 ─

10 病理



─ 79 ─

10 病理



─ 80 ─

10 病理



─ 81 ─

10 病理



─ 82 ─

10 病理



─ 83 ─

10 病理



─ 84 ─

10 病理



─ 85 ─

11 臨床体験実習１



─ 86 ─

11 臨床体験実習１



─ 87 ─

11 臨床体験実習１



─ 88 ─

11 臨床体験実習１



─ 89 ─

11 臨床体験実習１



─ 90 ─

12 歯科医療基礎



─ 91 ─

12 歯科医療基礎



─ 92 ─

12 歯科医療基礎



─ 93 ─

12 歯科医療基礎



─ 94 ─

12 歯科医療基礎



─ 95 ─

12 歯科医療基礎



─ 96 ─

Pharmacology 3  edition, Lippincott Williams & Wilkinsrd

12 歯科医療基礎



─ 97 ─

12 歯科医療基礎



─ 98 ─

12 歯科医療基礎



─ 99 ─

12 歯科医療基礎



─ 100 ─

12 歯科医療基礎



─ 101 ─

12 歯科医療基礎



─ 102 ─

12 歯科医療基礎



─ 103 ─

12 歯科医療基礎



─ 104 ─

12 歯科医療基礎



─ 105 ─

Forensic Dentistry   Paul G. Stimson, Curtis A. Mertz, Editors

12 歯科医療基礎



─ 106 ─

13 研究体験実習



─ 107 ─

13 研究体験実習



─ 108 ─

13 研究体験実習



─ 109 ─

14 臨床体験実習２



─ 110 ─

14 臨床体験実習２



─ 111 ─

14 臨床体験実習２



─ 112 ─

14 臨床体験実習２



─ 113 ─

14 臨床体験実習２



─ 114 ─

14 臨床体験実習２



─ 115 ─

15 咬合育成・発達



─ 116 ─

15 咬合育成・発達



─ 117 ─

15 咬合育成・発達



─ 118 ─

15 咬合育成・発達



─ 119 ─

15 咬合育成・発達



─ 120 ─

15 咬合育成・発達



─ 121 ─

16 う蝕と歯髄疾患



─ 122 ─

7

16 う蝕と歯髄疾患



─ 123 ─

7

16 う蝕と歯髄疾患



─ 124 ─

7、8

16 う蝕と歯髄疾患



─ 125 ─

721

16 う蝕と歯髄疾患



─ 126 ─

20

21

21

16 う蝕と歯髄疾患



─ 127 ─

16 う蝕と歯髄疾患



─ 128 ─

16 う蝕と歯髄疾患



─ 129 ─

16 う蝕と歯髄疾患



─ 130 ─

16 う蝕と歯髄疾患



─ 131 ─

16 う蝕と歯髄疾患



─ 132 ─

16 う蝕と歯髄疾患



─ 133 ─

16 う蝕と歯髄疾患



─ 134 ─

16 う蝕と歯髄疾患



─ 135 ─

16 う蝕と歯髄疾患



─ 136 ─

16 う蝕と歯髄疾患



─ 137 ─

16 う蝕と歯髄疾患



─ 138 ─

16 う蝕と歯髄疾患



─ 139 ─

17 咬合回復Ⅰ



─ 140 ─

17 咬合回復Ⅰ



─ 141 ─

17 咬合回復Ⅰ



─ 142 ─

17 咬合回復Ⅰ



─ 143 ─

17 咬合回復Ⅰ



─ 144 ─

17 咬合回復Ⅰ



─ 145 ─

18 咬合回復Ⅱ



─ 146 ─

三浦宏之・吉田恵一・ 

武井秀典・渡邊希江・ 

野崎浩佑・鶴田　潤 

三浦宏之・吉田恵一・ 

武井秀典・渡邊希江・ 

野崎浩佑・鶴田　潤・ 

新木敏之・森川　理 

三浦宏之・吉田恵一・ 

18 咬合回復Ⅱ



─ 147 ─

三浦宏之・吉田恵一・ 

武井秀典・渡邊希江・ 

野崎浩佑・鶴田　潤・ 

新木敏之・能木場公彦 

武井秀典・渡邊希江・ 

野崎浩佑・鶴田　潤・ 

新木敏之 

三浦宏之・吉田恵一・ 

武井秀典・渡邊希江・ 

野崎浩佑・鶴田　潤・ 

新木敏之・能木場公彦 

三浦宏之・吉田恵一 

三浦宏之・吉田恵一 
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Introducting Dental Implant. Hobkirk, John A./Searson, Lloyd J.J./Watson, Roger M./Publisher: Churchill 

Livingstone
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和泉雄一 
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20 臨床情報処理
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21 全身と歯科治療
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21 全身と歯科治療
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溝口史高 
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22 顎口腔医療
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黒原一人 
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和泉雄一 
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運動器系疾患 

22 顎口腔医療



─ 184 ─

22 顎口腔医療



─ 185 ─

23 包括臨床実習
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